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今後の特集ラインナップ 
 

 ６９９号 ２０１０年１２月１日発売 

 『写真は、もっと楽しくなる。』 
 
 写真家たちが語り始めています。ホンマタカシさんは、『たのしい写真 よい子のための写真教室』を上梓。

それとともに、青山ブックセンターにてワークショップを。若木信吾さんは、アマチュアから編集者、そしてプ

ロ志望者に向けて、写真のワークショップを開催しました。また、川内倫子さんは、海外（ロンドン、ローマ）

で展覧会を開く際、現地のプロ、および写真好きたちに向けて、語り合う場を開いています。 

 いま、『教えるモード』になっている写真家、その仕事を支えるアートディレクターを中心に、美しく撮る、写

真を観るだけでなく、プリントアウトして自分だけの写真集を作ったり、お気に入りの写真を額装し、部屋に

飾ったり……。さまざまなカタチで写真とお近づきになれる、写真はもっともっと楽しくなる特集です。 
 

 ７００号 ２０１０年１２月１５日発売 

『「世の中」を考える本。』 
 
 毎年ご好評いただいている年末恒例のブルータスの本特集、今年のテーマは「世の中」を知り、そして考

えるための本です。マイケル・サンデル氏の政治哲学の本や、池上彰氏のニュースをわかりやすく解説す

る著書が今年ベストセラーになっています。この閉塞感から抜け出すために、これまで以上にみなが真剣

に「世の中」を考え始めているからではないでしょうか。そこで、今回は現代を知るためにいま読むべき本

を様々なジャンルからピックアップ。本の内容を識者の方々がわかりやすく解説したり、誌面で討論したり

もします。ブルータスも今号で「世の中」をじっくり考えてみることにしました。 
 
 

 ７０１号 ２０１１年１月１１日発売 
               男が憧れ、女が惚れる、          

『オトコの作法 2011』 
 
 どの時代、どの分野にも“男が憧れ、女が惚れる”大人がいました。彼らは、独自のスタイルを持っていま

す。酒場で、職場で、何気ない会話や所作で、人を魅了する自分なりの“作法”を持っているのです。池波

正太郎の 27 年前の著作『男の作法』、43 年前に表された伊丹十三の『女たちよ！』は、その時代を生きた

粋な男たちの作法を語ります。しかし、それは昔の作法。2011 年に通用する、男も女も魅了するスタイルと

は、どのようなものでしょうか。真似したいと思える大人の男が減ってしまった今、常識が常識と呼べなくな

っている現在、過去の粋人や今を生きる粋な男たちのスタイルやルールを探り、2011 年版の“男の作法”

について考えます。礼儀作法やマナーの特集ではありません。男のスタイルや美学を考える１冊です。 
 

お問い合わせは マガジンハウス メディアプロモーション部 

担当：佐藤拓哉・江田行宏・横井元･大島正人・間瀬英之 
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